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近年，フェルダジルラジカルを用いた強磁性鎖ベースの梯子鎖が複数合成されて

おり，様々な特異な相図が得られている  [1]．その要因として梯子鎖内の相互作用

比の違い，さらに次々近接以上の相互作用から生じるフラストレーションが考えら

れている．そのため，同一の格子系において，相互作用パラメータの差異が量子臨

界性に与える影響について研究する上で有用である．前回の学会では，上記物質群

のうち，3-Br-4-F-V [2] について詳細な磁化測定をおこない，下部臨界磁場（Hc1 ~ 5 

T）近傍の三次元秩序相境界の量子臨界性がマグノン BEC [3] のユニバーサリティ

で説明できることを示した．  

今回は比熱測定によって，同様に

3-Br-4-F-V の下部，及び上部臨界磁

場  (Hc2 ~ 9 T) 周辺の相境界を詳細

に決定し，その量子臨界性について

解析したのでその結果を報告する．

図に比熱測定結果と，そのピーク位

置から見積もった転移温度を矢印で

示す．サンプル依存性や転移温度の

定義の違いのためか，磁化測定と異

なる転移温度が得られた．しかしな

がら，磁化測定と同様に文献[4]の方

法によって，三次元秩序相境界のベ

キ依存性  (Tc ~ |H-Hc|

) について解

析をおこなったところ，絶対零度の

極限で概ねマグノン BEC の量子臨

界現象における値  に漸近し

ていく振る舞いが得られた． 

当日は前回の磁化測定の結果も踏

まえ，3-Br-4-F-V の三次元秩序相境

界の量子臨界性について詳しく議論

したい．  
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図：3-Br-4-F-V の磁気比熱．計算で見積もった

核比熱を差し引いている．  矢印は転移温度を

示す．各磁場間は 1.2 J/mol K2の offset． 


